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[２] (                              を展開したとき、 

  の係数は  ２  である。 

 

① －１１        ② －４       ③ ７          ④ ８  

 

[３]                        を因数分解すると  ３  である。   
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を簡単にすると  ４  である。  

 

① －１      ②           ③          ④       －１ 

[５]      がそれぞれ  １    ３  １    ２ の範囲の数であるとき、 

Ａ＝    のとりうる値の範囲は  ５  である。 

 

① －５＜Ａ＜１ ② －５≦Ａ≦１  ③ －３≦Ａ≦－１ ④ １≦Ａ≦７  

 

[６] Ａ町から２０㎞離れたＢ町へ行くのに、自転車で時速１２㎞で走っていたが、

途中で自転車が故障したので、それからは時速４㎞で歩いた。しかし、Ｂ町に着

くまでの時間は３時間以下であった。自転車が故障したのは、Ａ町から  ６  ㎞

以上の地点である。 

 

① １０      ② １１      ③ １２      ④ １３ 
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[７] 頂点の 座標が４であり、 ＝ ５   １で  軸と交わる２次関数を求めると  

   ７   である。 

 

①                                        ②             

③                                         ④                  

[８] 放物線           を 軸方向に１、 軸方向に ２だけ平行移動した

放物線を表す２次関数は   ８  である。 

 

①                          ②         

③                                         ④            

 

[９] 放物線             を 軸方向に  、 軸方向に  だけ平行移動したら、 

    頂点が(－４,０)になった。定数     の値は   ９   である。 

 

①                    ②            

③                                            ④            

 

[１０] ２次関数          は、    のとき最小となり、 ＝２のとき   

である。このとき、    の値は  １０  である。  

    

①                                          ②              

③                                          ④            

 

[１１] ２次関数                  の最大値が６であるとき、この関数 

の最小値は   １１   である。 

 

① －１０     ② －９        ③ －６        ④ －１   

 

[１２]  放物線        ＋ｋと直線       とが接するような定数ｋの値は 

  １２  である。  

 

① ｋ＝－４      ② ｋ＝－１     ③ ｋ＝２     ④ ｋ＝４                            
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[１３]    １５０     ９０     １３５     １３５    １３５ を簡単にすると 

  １３  である。 

 

① ０                       ② 
１
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        ③ １               ④ 

３

２
 

[１４] △ＡＢＣにおいて、ＢＣ＝   ､ ＡＢ＝１、∠Ａ＝１２０°のとき、 

ＡＣ＝  １４  である。 

 

   ① １          ②             ③ ２         ④ ３            

 

[１５]  △ＡＢＣにおいて、ＡＢ＝    、ＢＣ＝２、ＡＣ＝  のとき、 

∠ＡＢＣ＝  １５  である。 

 

① ３０°      ②  ４５°       ③  ６０°     ④ １０５°   

 

[１６] △ＡＢＣにおいて、∠Ｂ＝４５°、∠Ｃ＝６０°、ＡＣ＝１０のとき、ＢＣの長

さを求めると  １６  である。 

 

①                        ②               ③          ④       

  

[１７] 円に内接する四角形ＡＢＣＤにおいて、ＡＢ＝５、ＢＣ＝４、ＣＤ＝４、 

∠ＡＢＣ＝６０°とするとき、四角形ＡＢＣＤの面積は  １７  である。 

 

① ８        ②             ③            ④      

 

[１８] 全体集合を１けたの自然数の集合とし、Ａ＝{２，４，６，８}､ 

Ｂ＝{１，２，４}、Ｃ＝{１，４，６，９}とするとき、集合(Ａ∩Ｂ
   

)∪Ｃは 

  １８  である。 

 

① {1,4,6,8}    ② {1,3,5,7,9}  ③ {1,4,5,8,9} ④ {1,4,6,8,9}   

[１９]      は、            であるための   １９  。ただし    

 は実数。  

① 必要十分条件である           ② 必要条件であるが十分条件ではない        

③ 十分条件であるが必要条件ではない   ④ 必要条件でも十分条件でもない 
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[２０] ２つの数５０４と５４０について、２つの正の公約数の総和は   ２０   。 

① ３６     ② ５４      ③ ７２       ④ ９１  

                              

[２１] ５本の平行線とこれらに直交する６本の平行線がある。これらの平行線で囲

まれる長方形は  ２１  個である。 

 

① ７５       ② １５０     ③ ３００     ④ ６００ 

 

[２２] ０から９までの番号札が各１枚ずつある。この中から１枚抜いてそのカード

の番号をａとする。次に、そのカードをもとに戻してまた１枚抜き、そのカー

ドの番号をｂとする。ａ×ｂ＝０となる確率は  ２２  である。 
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                ④ 

９
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[２３] 赤玉３個、白玉４個、黒玉５個が入っている袋から３個の玉を取り出すとき、 

赤玉と白玉がどちらも少なくとも１個は入っている確率は  ２３  である。 

 

①  
３

５５
              ②  

３

２２
                 ③  

３

１１
                 ④  

９

２２
 

 

[２４] Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４人がジャンケンを１回だけする。このとき、Ａ、Ｂ２人

だけが勝つ確率は  ２４  である。 
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[２５] 白玉が３個、赤玉が５個入った袋がある。この袋から３個取り出すとき、その中

に入っている白玉の個数の期待値は   ２５  個である。 
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